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非
常
に
密
な

φ10～50mmの亜円礫主体
φ100mm（コア長L=30mmの3倍
程度として推定）を点在

φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在
礫間は粗砂により充填され細粒分
の混入は少ない
2.9～3.5m間は礫径が
φ5～30mm主体で玉石はない
全体に崩壊し易く，逃水がある

粒径不揃いな粗砂を呈す
全体にシルトが混じる

3.8～4.0m間は褐色の細砂を挟む
混入礫はφ2～10mm程度である

5.1m付近からシルトが多く混じり
，礫が少ない

含水量がやや多く粘性が大きい

φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
上部は砂分が多く混じる

粒径不揃いな細砂を呈す
7.3～7.5m間はシルトが多い
7.7～7.9m間に砂礫を挟む

φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在
礫間は粗砂により充填され粘土分
がやや少ない
8.7～8.9m間は砂分が多い
11.1m以深は礫径が小さい

粘土が多く高含水

φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在

礫間は粗砂により充填され粘土分
が多く混じる

14.4～15.0m間は粘土質細砂を挟
む

15.0付近より，礫径が
φ2～30mmと小さくなる

16.8～17.0m間は砂分が多い
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φ10～50mmの円・亜円礫が主体
である
φ100～200mm(コア長
L=30～70mmの3倍程度として推定
)の玉石が点在

礫間は粗砂により充填され粘土分
が多く混じる

14.4～15.0m間は粘土質細砂を挟
む

15.0付近より，礫径が
φ2～30mmと小さくなる

16.8～17.0m間は砂分が多い
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